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アラクロール（CAS no. 15972-60-8） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

アラクロールの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験の報告において、魚類の血中

ホルモン濃度、ほ乳類の甲状腺への影響を示すことが示唆され、試験管内試験の報告において、エ

ストロゲン様作用を持つことが示唆された。 

 

(１)生態影響 

 Yi ら(2007b)によって、アラクロール１、４、16、63、250、500μg/L(設定値)に 60 日間ばく露

した幼若雄キンギョ(Carassius auratus)への影響が検討されている。その結果として、１μg/L

以上のばく露区で生殖腺体指数の低値、血漿中テストステロン濃度の低値、血漿中 17β-エスト

ラジオール濃度の高値、１、４、16、63、500μg/Lのばく露区で肝臓中グルタチオン S-トラン

スフェラーゼ活性の高値(250μg/L のばく露区で低値)、１μg/L のばく露区のみで肝臓中 UDP

グルクロノシルトランスフェラーゼ活性の高値(４、16、63、250、500μg/Lのばく露区で低値)、

４、16、250、500μg/Lのばく露区で肝臓体指数の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用、エストロゲン様作用 

 

(２)甲状腺影響 

 Wilson ら(1996)によって、アラクロール 126mg/kg/day を 28 日間混餌投与した雄 LE ラットへ

の影響が検討されている。その結果として、血清中サイロキシン濃度の低値、肝臓絶対重量の

高値、肝臓中 UDP グルクロニルトランスフェラーゼ活性の高値、血清中甲状腺刺激ホルモン

濃度の高値、びまん性甲状腺濾胞細胞肥大発生率の高値が認められたが、甲状腺絶対重量、血

清中トリヨードサイロニン濃度には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用 

 

(３)エストロゲン様作用 

 Burow ら(1999)によって、アラクロール１μM(=270μg/L)に 18 時間ばく露したヒト乳がん細胞

MCF-7 によるレポーターアッセイ(プロモータ領域にヒトエストロゲン受容体応答性配列を有

するレポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その結

果として、アラクロールは、ルシフェラーゼの発現を誘導した。また、この発現誘導は抗エス

トロゲン剤 ICI 182780 100nM によって阻害された。 

また、アラクロール１μM(=270μg/L)に５日間ばく露したヒト乳がん細胞 MCF-7 への影響が
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検討されている。その結果として、アラクロールは、エストロゲン応答性 Bcl-2の発現を誘導

した。また、この発現誘導は ICI 182780 100nM によって阻害された。 

 Klotz ら(1996)によって、アラクロール 0.1、１、10μM(=27、270、2,698μg/L)に over night ばく

露した酵母 BJ2407 によるレポーターアッセイ(プロモータ領域にヒトエストロゲン受容体応

答性配列を有するレポーター遺伝子導入細胞を用いた β-ガラクトシダーゼ発現誘導)が検討さ

れている。その結果として、アラクロールは、１μM(=270μg/L)以上の濃度で β-ガラクトシダ

ーゼの発現を誘導した。 

また、アラクロール１μM(=270μg/L)に 18時間ばく露したヒト乳がん細胞 MCF-7によるレポ

ーターアッセイ(プロモータ領域にヒトエストロゲン受容体応答性配列を有するレポーター遺

伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その結果として、アラク

ロールは、ルシフェラーゼの発現を誘導した。また、この発現誘導は 5-ヒドロキシタモキシフ

ェン(濃度不明)によって阻害された。 
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（平成 23年度第１回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 資料 2-2より抜粋） 

 


